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資料１－６ 



 stepⅢ：対策・評価 

 stepⅡ：因果探究 

 stepⅠ：現象把握・問題発見 

１．問題解決基本３ステップ 

現象を正しく捉え，問題発見を行う 

その現象の本質を事実（データ）に基づき論理的に解析
し，真の原因を特定する 

真の原因への適切な対策を講じ問題を解決するとともに，
活動の振り返りと評価を行う 
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     新技術・新材料・5M1Eの変化・・・        

     予測できないモノは防げない 

                  Ⅰ. 予測しようとすること 

       Ⅱ. 効果的・効率的に予測すること 

       Ⅲ. 成功事例に着目し、情報を共有 
    

(1)  組織を超えたトラブル情報の共有 

(2)  個別トラブル事象の普遍化と 

      その仕組み・プロセスへのPDCA 

(3) インシデント情報の活用 

(4)  システム的アプローチ  

帰納的 
アプローチ 

２．トラブルの未然防止 

©K. Suzuki 2013 
3 鈴木和幸(2013)「信頼性･安全性の確保と未然防止」日本規格協会 



a. 過去において経験・失敗をした同一、あるいは 

  類似した延長線上にあるトラブル 
b. 未経験なトラブル  

b1.  個人として未経験なトラブル  

b2.  その個人の属する組織（係／課／部／企業） 

   として未経験なトラブル 

b3．一つの業界として未経験なトラブル   

b4.  企業・業界の枠を越えて未経験なトラブル 

情報の共有化: 言語情報 頻度 

トラブルの分類 

(1) 組織を超えたトラブル情報の共有 
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Plan 
[目的 
 標準(S)]  

Act 
[ 応急対策 
 Sに着目した再発防止 

 Sに着目した未然防止  ]  

Do 
[S通りになし得る為の教育・ 

トレーニング 
S通りの実施（作業）]  

Check 
［結果でS通りに 

為されたかをチェック］  

(2)個別トラブル事象の普遍化と 
 その仕組み・プロセスへのPDCA 

狩野紀昭(2005) “因果関係モデルと包括的品質管理手順,” 日本品質管理学会第35回年次大会（大阪）研究発表要旨集pp.17-20 
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標準・プロセス標準（S） 
単なる「手順書・マニュアル」ではなく、その業務目的を達
成するために必要な再現可能な方法論（=技術）を、業務
遂行者が使えるように組織知とした媒体 
Ⅰ．基準←顧客ニーズ（目的）←Q（品質）＝顧客満足 
      ⅰ）安全基準   外部電源 鉄塔 耐震安全基準 
      ⅱ）評価基準 
      ⅲ）エラープルーフ、フェイルセーフなど 
        の適用基準など 
Ⅱ．基準を達成するための方法・手順・システム 
                  ［技術標準・設計ルール］ 
Ⅲ．上記の遵守 
要点：なぜ この標準が必要か 
    なぜ この数値を守らねばならぬか 
          団塊の世代の交代 
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 ハインリッヒの法則 
    １：２９：３００  

かすり傷 

骨折 

死亡 1 

29 

300 

(3) インシデント情報の活用 

常時インシデント情報に 
目を光らせ、この中から 
重大事故の兆候をいち早く 
感知する態勢が必須 
 

ヒヤリ・ハット 

インシデント 
言語情報 頻度 

環境・使用条件 
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① 目的 (機能) 

③ 機能達成メカニズム 
        (仕様・設計・工程etc.) 

  ④内部ストレス 

 インプット 
 

 ②アイテム 

アウトプット 

④：外部ストレス 

     使用・環境条件     

⑤ 故障のメカニズム       

⑥-1 故障モード       

Man 
Machine 
Material 
Energy 
3H (変化、 
    初めて、久しぶり) 

⑦-3 機能・性能 
⑦-2 環境影響 
⑦-1 影響・危害 

⑥-2 トップ事象モード      

影響 

(4) システム的アプローチ 

図２ トラブル予測への７つの視点 
 鈴木和幸(2008)、品質、Vol. 38、p.409 を元に改訂 ©K. Suzuki 2013 
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